
令和５年度：特別養護老人ホーム緑の郷事業報告書 

 

 

１．利用者処遇の充実 

  職員、入居者がコロナウイルスに感染し、一つのユニットを閉鎖しての対応となっ

たが、感染症対策を徹底する事で、ユニット内では感染が広まってしまったが、施設

内では感染が広まる事なく、終息する事ができた。 

また、終末期にある入居者に対し、本人とその家族の意向・要望をお聞きしながら、

その人らしさを尊重した看取りが行えるよう、医師及び多職種間で連携を密にし、５

名の方の看取りを行った。感染症対策のもと、限られた時間や人数での面会となった

が、ご家族様のご理解もあり、無事看取る事ができた。ご家族様にも緑の郷でお世話

になれてよかったとのお言葉も頂けた。 

   

 

２．地域交流 

  瑞穂台小学校第２学年の生徒達が町探検として来苑された。実際に中を見学して頂

き、施設について学んで頂いた。 

  緑の郷自治体が運営・企画する「みずほの緑の郷祭り」に参加した。手作りの豚汁

を低額で販売させて頂き、地域の活性化に役立てる事ができた。 

 

 

３．職員の質の向上 

  ユニットケアについて勉強会を行い、入居者様一人ひとりの生活をサポートする意

識を持ち、集団での生活ではあるが、個々の生活の場でもある事を再認識する事がで

きた。ユニットリーダー研修を受講した職員より、実体験を聞く事で更に認識を深め

る事ができた。 

 

 

４．安全な生活環境の提供 

  災害時において、利用者の安全及び施設への被害が拡大しないよう年２回の防災訓

練を行った。内１回は消防署立ち合いにて訓練を行い、最新の防災に関する情報と注

意点を指導頂いた。 

また、防災設備の理解と火災時に適切かつ迅速な対応ができるよう、職員全体で防

災設備についての説明会及び研修を実施した。 

 

 



令和５年度 事業報告書（ ユニット名：森の里  ） 

 

１．入居者処遇について 

 ・一人一人、その方に合った生活のリズムやご意向に合わせて自律支援を行っていく事

ができた。 

 ・日常会話やケアの中で接遇の質を高め、安心して過ごして頂けるように見直しが必要

と感じた。 

 

２．ユニットの環境について 

 ・四季を感じて頂けるような設えはできたが、リビング環境を入居者様と話し合いなが

ら作る事ができなかった。 

 

３．その他 

 ・全体的にもっと入居者様主体のケアを意識していきたい。 

 

 

 



令和５年度 事業報告書（ ユニット名：花の里 ） 

 

１．入居者処遇について 

 ・声掛けを多くし、その方の願いや思い等に気付き、心休まる生活を感じて頂けたと思

う。 

 ・小さな目標を設定し、達成できたものもあった。 

 

２．ユニットの環境について 

 ・四季、行事等に装飾品を使用し、見て触って、季節を感じて頂けた。 

 ・「和」のテーマは表現できた所と、行き届かなった所があった。 

 

３．その他 

 ・外出行事を行いたいと思っていたが、感染症の影響もあり中々実現できず、ユニット

内で楽しみを見出して頂けるよう、様々な取り組みを行い支援できたと思う。 

 ・生活環境を整え、充実した暮らしを送って頂けるよう支援したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和５年度 事業報告書（ ユニット名：和泉の里 ） 

 

１．入居者処遇について 

 ・生活習慣や今の暮らしのサイクルに合わせたケアができていた。 

 ・職員間での情報共有も普段の会話や会議等で積極的に行えた。 

 ・認知症の理解を深め、適した対応ができるように意識付けができた。 

 

２．ユニットの環境について 

 ・認知症に伴う症状や、入居者同士の関わり合いに配慮したテーブル配置をその都度考

え迅速に対応できた。又、目線を区切る事を意識した設えを行った。目線は区切れたが、

見栄えがよくなく、観葉植物や暮らしに馴染むもので空間作りができるようにしたい。 

 ・季節や食事内容に合わせた音楽を流し、雰囲気作りに努めた。 

 

３．その他 

 ・誕生日会を実施し、おやつ作りができたが、携わる職員に偏りがあった。 

 ・夏祭りの準備に余裕を持ち、入居者と一緒に軽作業として準備する事ができた。 

 ・職員の意識統一が進んでいるが、目標を見失う時があった為、根拠に基づいた適切な 

ケアを行えるよう努める。 

 

 

 

 

 



令和５年度 事業報告書（ ユニット名：みずほの宿 ） 

 

１．利用者処遇について 

 ・利用者の体調の変化に気付き、リスク管理ができていた。しかし、コロナ感染等もあ

り、感染対策に対する意識も引き続き高めていく事が重要である。 

 ・家族様や担当ケアマネと連携を図り、情報収集を行い、ニーズの把握に努めた。 

 

２．ユニットの環境について 

 ・リビングでの利用者間の距離が近く、感染対策とプライバシーの確保が難しい事があ

るので、設えによって改善していけるよう努める。 

 ・外出行事が中々できなかったが、初詣に行くことができた。とても喜んで頂けた。 

 

３．その他 

 ・感染症の影響もあり、外出行事の企画が中々行えなかった。引き続き、その時の状況

に合わせ、外出行事が行えるよう企画していきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



 



 

特別養護老人ホーム緑の郷 


